
講座名

講座カテゴリ リベラルアーツ講座 講義 対面日程 対面場所 内容 講義単位受講

ジャンル デザイン ①
5月16日（土）

12:40～14:10

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

授業ガイダンスを行うとともに、デザイン思考の概要とその歴史的背景について解説します。
なおチームコミュニケーションツールのSlackを使用します。招待メールを送りますので事前登録をお願い致しま
す。

可

関連モデル ２：地域デザイン ②
5月16日（土）

14:20～15:50

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

デザイン思考の各プロセスと、その際に必要なマインドセットについて解説します。
なお演習の準備として、5月30日までに身近な方にインタビューを行っていただき、インタビュー動画をSlackで共
有してください。

可

関連モデル １：次世代経営 ③
5月30日（土）

12:40～14:10

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

デザイン思考の第一プロセスである、共感（Empathize）についての演習をグループワークで行います。
否

関連キーワード ④
5月30日（土）

14:20～15:50

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

デザイン思考の第二プロセスである、定義（Define）についての演習をグループワークで行います。
授業時間外は SlackとMiroでコミュニケーションをとっていただき、6月13日までに課題をSlackに提出してくだ
さい。

否

こんな方におす
すめ

⑤
6月13日（土）

12:40～14:10

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

デザイン思考の第三プロセスである、創造（Ideate）についての演習をグループワークで行います。
否

講座で得られる
こと

⑥
6月13日（土）

14:20～15:50

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

デザイン思考の第四プロセスである、試作（Prototype）についての演習をグループワークで行います。
授業時間外はSlackとMiroでコミュニケーションをとっていただき、6月27日までに課題をSlackに提出してくだ
さい。

否

講座担当教員 ⑦
6月27日（土）

12:40～14:10

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

デザイン思考の第五プロセスである、テスト（Test）についての演習をグループワークで行います。
グループ間で試作（Prototype）の相互評価を行い、テスト結果をプレゼンテーション形式でまとめてSlackに提出
してください。

否

予定講師陣 ⑧
6月27日（土）

14:20～15:50

岡山県立大学
デザイン棟
3311教室

テスト(Test)の結果をプレゼンテーション形式で共有し、講評とフィードバックを行います。 否

開講時期 回数 全8回 ⑨ 否

受講方法 ⑩ 可

評価方法 ⑪ 否

⑫ 可

⑬ 否

テキスト ⑭ 可

受講上の
留意事項

⑮ 否

履修モデル２．地域をデザインで活性化したい！ 30,000円 ⑯ 可

履修モデル１．次世代地域企業経営者を目指したい！ 4,000円

テキスト指定なし（講師より資料配布）

5/16～6/27 １講義９０分

・デザイン思考の要諦が理解できる（知識・理解・主体性）
・チームで課題に取り組む際の表現手法を獲得できる（コミュニケーション・協働）
・課題解決のためのマインドセットを習得できる（思考・判断）

対面に限る

デザイン思考

・新たなビジョンで経営改革を考えている経営者・管理職の方
・新プロジェクトを推進する立場にある企画・開発担当者の方
・キャリアアップを目指したいと考えている若手・中堅社員・行政機関の方

「マインドセット」「人間中心設計」「グループワーク」「アクティヴ・ラーニング」

【備考】
＜用語の補足＞「講座」とは、全８回の講義の集合を指し、「講義」とは、各回の授業を指します。

ハレリカ・シラバス

詳細スケジュール

受講料（１講座）税込

受講料（１講義）税込

グループワーク内での貢献度に対する相互評価と、講師による参与度合いに関する評価、最終プレゼンテーション
への評価をあわせて総合評価を行います。

三原 鉄平、舩山 俊克

三原 鉄平、舩山 俊克

ディスカッション
の頻度・割合等

ディスカッション　頻度　：第3回〜第7回
ディスカッション　割合　：三分の二（60分）程度
個人発表　　　　　　　　　　：なし
チーム発表　　　　　　　　　：あり
ロールプレイング　　　　　：なし
受講に必要な知識や学習経験の有無　：なくてもよい

講座紹介

　将来の予測が困難な「VUCAの時代」と呼ばれる現在、イノベーションと
の親和性が高い「デザイン思考」への注目が高まっている。しかし「思考」
と名づけられているが故に、しばしば思考法やフレームワークの一種だと
誤認されている。
　本講座では、デザイン思考が注目されるようになった社会的・歴史的背
景を概観し、演習を通じてデザイン思考の各プロセスを経験することで、
より実践的な知見とマインドセットを修得することを目的とする。

〇定員20名　※定員に達し次第、早期に受付を終了することがあります。
〇オンラインツール（Slack、Miro等）を使用して資料配布や提出、グループワークを行います。スマートフォンで
も対応できますが、可能であればノートPCをご持参ください。


	リカレントシラバス案

